












Study on the Progress Toward the “Inclusive Child-Care” : 
Possibility of the “Flexible Mixed Age Child-Care” 







































インクルーシブ保育に取り組む 3 つの認定子ども園(以下、A 幼稚園、B 保育園、C 保育
















れらは、①流動的異年齢保育 ②構造化 ③トランジションエリア ④個別支援 の 4 つの概念














【表 1】  
















その意義があると言われる7。【表 1】資料番号 1【図 2】は、従 
   来型のコーナー保育である。【表 1】資料番号 2～4 が A 園なら








































 ではのコーナー保育と言えよう。  
【図 2】 
 














































B 保育園、C 保育園にも異年齢保育が保育の一部に導入されている。B、C 保育園の異年齢保育
は、所謂縦割り保育であり、縦割りのメンバー構成は年間を通して固定されている。  
 
【図 4】  
 
  
② 構造化  
「構造化」とは、エリック・ショプラーが提唱した自閉症児の療育方法 TEACCH プログラムの指
導のための重要な要件である。「構造化」のアイディアは (1)物理的な構造化 (2)スケジュール 







しても活用されていた(資料番号 8～12)【図 5】～【図 8】。また、コミュニケーションカードは、
3 園の全ての保育者が携帯しており、いつでも必要に応じて使える準備があり、支援が必要な子















 【図 5】  
 
                    
【図 6】  
 
 







 【図 8】  
 
【図 9】  
 
 
③ トランジションエリア  






C 保育園は、社会福祉法人 X 会の B 保育園に続く 2 園目の保育園として 2013 年に開園した。
B 保育園でのインクルーシブ保育実践と、フィンランドの保育者たちとの学び合いを重ねて開園
した保育園は、その設計の段階から子どもたち一人ひとりを大切にする保育実現のための環境が
熟考されていた。資料番号 7【図 13】は、C 保育園のエントランススペースである。【図 10】から
【図 13】までのリソーススペースは、集団が苦手な子どもたちにとっては、集団に入るまでの時
間とスペースの中継点(トランジションエリア)と言えるだろう。  





































































【図 14】  
 
 
4. 考察  




















 以上に関わる先行研究では次のような課題が挙げられている。①保育者間連携 14 ②日本の異年
齢保育は社会性の発達が目的とされ、個々が持つ能力の伸長に目が向けられたものが少ない 15 
個別支援
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